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ブレードサーバ管理
Cisco UCS Manager経由で Cisco UCSドメイン内のすべてのブレードサーバを管理およびモニタ
できます。電源状態の変更など一部のブレードサーバ管理タスクは、サーバおよびサービスプロ

ファイルから実行できます。

残りの管理タスクは、サーバ上でだけ実行できます。

シャーシ内のブレードサーバスロットが空の場合、そのスロットに関する情報、エラー、および

障害が Cisco UCS Managerから提供されます。サーバミスマッチエラーを解決し、そのスロット
内のブレードサーバを Cisco UCS Managerで再検出するために、スロットを再認識させることも
できます。

Cisco UCS B460 M4 ブレードサーバ管理
Cisco UCS B460 M4ブレードサーバは、Cisco UCS拡張コネクタで接続された 2台の Cisco UCS
B260最大幅ブレードサーバから構成されています。各ブレードサーバはノードと呼ばれ、マス
ターノードまたはスレーブノードになることができます。

各 Cisco UCS B460 M4ブレードサーバには 2つの異なるノードが存在するため、以下について注
意する必要があります。

•マスターノードは常に、最も大きな番号が付いたスロットのノードです。

• Cisco UCS B460ブレードサーバが Cisco UCS Managerで参照される際は、マスターのスロッ
ト番号が参照されます。

• Cisco UCS B460 M4ブレードサーバから Cisco UCS拡張コネクタを取り外すと、Cisco UCS
Manager GUIの [物理ディスプレイ（Physical Display）]領域には、両方のマスターノードス
ロットと両方のスレーブノードスロットで [解決が必要（Needs Resolution）]が表示されま
す。

•ヘルス LEDには、マスターノードとスレーブノードの個々の状態、および両方のノードを
組み合せた状態が表示されます。複合ヘルスLEDには常に、最も状態が悪いノードのステー
タスが表示されます。ヘルス LEDアラームは個別に表示されます。

• Cisco UCS Manager GUIでは、マスターまたはスレーブノードのロケータ LEDのオン/オフ
を切り替えることができます。Cisco UCS Manager CLIでは、ロケータ LEDのオン/オフを
個々に切り替えるか、両方のロケータLEDのオン/オフを同時に切り替えることができます。

• Cisco UCS B460M4ブレードサーバに対する電力制限は、サーバレベルで適用されます。各
ノードの制限値は合計値の半分です。

•ファームウェアを更新すると、マスターとスレーブノードの両方が同時に更新されます。
個々のノードでファームウェアを更新することはできません。

•ローカルディスクの設定は、マスターノードでのみサポートされます。

• CiscoUCSB460ブレードサーバは、マスターまたはスレーブノードによって生成されたSEL
ログを区別しません。ログは同じページに表示され、スロット番号で区別されます。
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• Cisco UCSManager GUIでは、[ストレージ（Storage）]タブの [ローカルディスクの設定ポリ
シー（Local Disk Configuration Policy）]と [実際のディスク設定（Actual Disk Configurations）]
領域に、Cisco UCS B460ブレードサーバのマスターノードのデータだけが表示されます。
スレーブノード用のフィールドは表示されません。

Cisco UCS B460 M4 ブレードサーバへのアップグレード
Cisco UCS B260 M4ブレードサーバがある場合、アップグレードキットを購入して Cisco UCS
B460M4ブレードサーバに変換することができます。詳細については、該当の『CiscoUCSHardware
Installation Guide』を参照してください。

はじめる前に

2台の Cisco UCS B260 M4ブレードサーバと Cisco UCSスケーラビリティコネクタが必要です。

手順

ステップ 1 既存の Cisco UCS B260M4ブレードサーバがサービスプロファイルに関連付けられていないこと
を確認します。

ステップ 2 1台目のブレードサーバの上か下のシャーシに 2台目の Cisco UCS B260 M4ブレードサーバを挿
入します。

2台目のブレードサーバにCiscoUCSスケーラビリティターミネータが付いていない場
合は、1台目のブレードサーバのターミネータを使用します。

（注）

ステップ 3 両方の Cisco UCS B260 M4ブレードサーバを停止させます。
ステップ 4 ファームウェアを同期します。

自動的に新しいサーバを更新するには、Cisco UCS Managerの [ファームウェア自動同期サーバ
（Firmware Auto Sync Server）]ポリシーを使用します。詳細については、該当する『Cisco UCS
B-Series Firmware Management Guide』を参照してください。

ステップ 5 Cisco UCSスケーラビリティターミネータを Cisco UCSスケーラビリティコネクタに置き換えま
す。

スロットのプレゼンスはミスマッチに変わりますが、検出はトリガーされません。

ステップ 6 新しい Cisco UCS B460 M4ブレードサーバを再認識します。

ブレードサーバの削除および解放に関するガイドライン
Cisco UCS Managerを使用してブレードサーバを削除するか解放するかを決定する場合は、次の
ガイドラインを考慮してください。
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ブレードサーバの解放

解放は、ブレードサーバが物理的に存在し接続しているときに、一時的に設定から削除する場合

に実行します。解放されたブレードサーバは最終的に再稼働することが予測されるので、サーバ

の情報部分は、将来の使用に備え、Cisco UCS Managerによって保持されます。

ブレードサーバの取り外し

削除は、ブレードサーバをシャーシから接続解除して、Cisco UCS Managerから物理的に削除す
る（取り外す）場合に実行します。ブレードサーバが物理的に存在し、シャーシに接続している

ときは、CiscoUCSManagerから削除できません。ブレードサーバの物理的な削除が完了すると、
そのブレードサーバの設定を Cisco UCS Managerで削除できます。

削除時、そのブレードサーバへのアクティブリンクは無効化され、すべてのエントリがデータ

ベースから削除されます。サーバは検出時に割り当てられたすべてのサーバプールから自動的に

削除されます。

自動的に削除されるのは、ディスカバリ中に自動的にサーバプールへ追加されたサーバだけ

です。サーバプールに手動で追加したサーバは手動で削除する必要があります。

（注）

削除したブレードサーバを再び設定に追加するには、それを再び接続して検出する必要がありま

す。CiscoUCSManagerに再導入したサーバは、新しいサーバとして処理され、詳細なディスカバ
リプロセスが実施されます。このため、Cisco UCS Managerによって、以前とは異なる新しい ID
がサーバに割り当てられることがあります。

予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項
サーバがサービスプロファイルに関連付けられていない場合は、サーバの物理的な[電源（Power）]
または [リセット（Reset）]ボタンなど、サーバの電源状態を変更するために使用可能な手段をす
べて使用できます。

サーバがサービスプロファイルに関連付けられているか、サービスプロファイルに割り当てられ

ている場合は、サーバの電源状態の変更は次の方法でのみ行う必要があります。

• Cisco UCS Manager GUIで、サーバまたはサーバに関連付けられたサービスプロファイルの
[全般（General）]タブに移動し、[アクション（Actions）]領域で [ブートサーバ（Boot
Server）]または [シャットダウンサーバ（Shutdown Server）]を選択します。

• Cisco UCS Manager CLIで、サーバまたはサーバに関連付けられたサービスプロファイルを
調べ、power upまたは power downコマンドを使用します。
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電源がオフになっている関連サーバには、次のオプションのいずれも使用しないでください。重要

• GUIの [リセット（Reset）]

• cycle cycle-immediateまたは CLIの reset hard-reset-immediate

•サーバの物理的な [電源（Power）]または [リセット（Reset）]ボタン

現在電源がオフになっているサーバに対して、リセットまたはサイクルを実施するか、サーバの

物理的な電源ボタンを使用すると、サーバの実際の電力状態がサービスプロファイルで必要とさ

れる電源状態の設定と同期しなくなる可能性があります。サーバと Cisco UCS Manager間の通信
が中断したり、サービスプロファイルの設定が変更されると、Cisco UCS Managerによって、必
要とされる電源の状態がサービスプロファイルからサーバに適用される場合があり、この結果予

期しない電力変化が発生する可能性があります。

電源の同期に関する問題は、次に示すように予期しないサーバの再起動につながる可能性があり

ます。

通信が中断された後のサーバの

電源状態

現在のサーバの電源状態サービスプロファイルで必要

とされる電源状態

電源オン電源オフアップ

電源オン

実行中のサーバは、

サービスプロファイ

ルに必要とされる電

源状態に関係なく

シャットダウンされ

ません。

（注）

電源オンダウン

ブレードサーバのブート

はじめる前に

ブレードサーバまたはサーバプールにサービスプロファイルを関連付けます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルー

ト組織モードを開始するには、org-nameに /
を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定したサービスプロファイルで組織サービ

スプロファイルモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2   

サービスプロファイルに関連付けられたブレー

ドサーバをブートします。

UCS-A /org/service-profile # power
up

ステップ 3   

トランザクションをシステム設定にコミット

します。

UCS-A /org/service-profile #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、ServProf34という名前のサービスプロファイルに関連付けられたブレードサーバを
ブートし、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope service-profile ServProf34
UCS-A /org/service-profile* # power up
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile #

ブレードサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

はじめる前に

ブレードサーバまたはサーバプールにサービスプロファイルを関連付けます。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルー

ト組織モードを開始するには、org-nameに /と
入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定したサービスプロファイルで組織サービ

スプロファイルモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

サービスプロファイルに関連付けられたブレー

ドサーバをシャットダウンします。

UCS-A /org/service-profile # power
down

ステップ 3   

トランザクションをシステム設定にコミット

します。

UCS-A /org/service-profile #
commit-buffer

ステップ 4   

次に、ServProf34という名前のサービスプロファイルに関連付けられたブレードサーバをシャッ
トダウンし、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile ServProf34
UCS-A /org/service-profile # power down
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile #

ブレードサーバの電源再投入

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したブレードサーバでシャーシサーバモード

を開始します。

UCS-A# scope server
chassis-num/ server-num

ステップ 1   

ブレードサーバの電源を再投入します。UCS-A /chassis/server # cycle
{cycle-immediate | cycle-wait}

ステップ 2   

ブレードサーバの電源再投入をただちに開始する

には、cycle-immediateキーワードを使用します。
保留中のすべての管理操作が完了した後に電源再投

入が開始されるようスケジュールするには、

cycle-waitキーワードを使用します。

トランザクションをシステム設定にコミットしま

す。

UCS-A# commit-bufferステップ 3   

次に、シャーシ 2のブレードサーバ 4の電源をただちに再投入し、トランザクションをコミット
する例を示します。

UCS-A# scope server 2/4
UCS-A /chassis/server # cycle cycle-immediate
UCS-A /chassis/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server #
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ブレードサーバのハードリセットの実行
サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信されま
す。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。オペ

レーティングシステムでグレースフルシャットダウンがサポートされていない場合、サーバ電源

の再投入が行われます。サーバのリセット前にすべての管理操作を完了させるオプションをCisco
UCS Managerに適用した場合、それらの管理操作がサーバのリセット前に完了するかどうかは保
証されていません。

電源切断状態からサーバをブートする場合は、[リセット（Reset）]を使用しないでください。

このプロセスで電源投入を続行すると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期し

なくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。選択したサーバを電源

切断状態から安全にリブートするには、[キャンセル（Cancel）]をクリックし、[サーバの起動
（Boot Server）]アクションを選択します。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシサーバモードを開始しま

す。

UCS-A# scope server
chassis-num/ server-num

ステップ 1   

ブレードサーバのハードリセットを実行します。UCS-A /chassis/server # reset
{hard-reset-immediate |
hard-reset-wait}

ステップ 2   

サーバのハードリセットをただちに開始するに

は、hard-reset-immediateキーワードを使用しま
す。保留中のすべての管理操作が完了した後にハー

ドリセットが開始されるようスケジュールするに

は、hard-reset-waitキーワードを使用します。

トランザクションをシステム設定にコミットしま

す。

UCS-A /server # commit-bufferステップ 3   

次に、シャーシ 2のブレードサーバ 4のハードリセットをただちに実行し、トランザクションを
コミットする例を示します。

UCS-A# scope server 2/4
UCS-A /chassis/server # reset hard-reset-immediate
UCS-A /chassis/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server #
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ブレードサーバの認識
サーバ、およびそのサーバのエンドポイントすべてを再検出させるには、次の手順を実行します。

たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していなかった状態から抜け出せなくなってい

る場合に、この手順を使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定されたブレードサーバを認識しま

す。

UCS-A# acknowledge server
chassis-num/ server-num

ステップ 1   

トランザクションをシステム設定にコ

ミットします。

UCS-A# commit-bufferステップ 2   

次の例では、シャーシ 2のサーバ 4を認識し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# acknowledge server 2/4
UCS-A* # commit-buffer
UCS-A #

シャーシからのブレードサーバの削除

はじめる前に

次の手順を実行する前に、サーバをシャーシから物理的に取り外します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したブレードサーバを削除します。UCS-A# remove server chassis-num/
server-num

ステップ 1   

トランザクションをシステム設定にコ

ミットします。

UCS-A# commit-bufferステップ 2   

次に、シャーシ 2のブレードサーバ 4を削除し、トランザクションをコミットする例を示しま
す。

UCS-A# remove server 2/4
UCS-A* # commit-buffer
UCS-A #
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次の作業

ブレードサーバを物理的に再設置する場合は、スロットを再認識して、Cisco UCS Managerにこ
のサーバを再検出させる必要があります。

詳細については、ブレードサーバの認識, （9ページ）を参照してください。

ブレードサーバの解放

手順

目的コマンドまたはアクション

指定されたブレードサーバを解放しま

す。

UCS-A# decommission server
chassis-num/ server-num

ステップ 1   

トランザクションをシステム設定にコ

ミットします。

UCS-A# commit-bufferステップ 2   

次の例では、シャーシ 2のブレードサーバ 4を解放し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# decommission server 2/4
UCS-A* # commit-buffer
UCS-A #

ブレードサーバのロケータ LED の電源投入

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシサーバモードを開

始します。

UCS-A# scope server
chassis-num/ server-num

ステップ 1   

ブレードサーバのロケータ LEDの電源を投入し
ます。Cisco UCS B460M4ブレードサーバの場合
は、次のキーワードを追加できます。

UCS-A /chassis/server # enable
locator-led [multi-master |
multi-slave]

ステップ 2   

• multi-master：マスターノードのみに対して
LEDを点灯します。

• multi-slave：スレーブノードのみに対して
LEDを点灯します。
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステム設定にコミットしま

す。

UCS-A /chassis/server #
commit-buffer

ステップ 3   

次に、シャーシ 2でブレードサーバ 4のロケータLED電源を投入し、トランザクションをコミッ
トする例を示します。

UCS-A# scope server 2/4
UCS-A /chassis/server # enable locator-led
UCS-A /chassis/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server #

次に、シャーシ 2でブレードサーバ 7のロケータLED電源を投入し、トランザクションをコミッ
トする例を示します。

UCS-A# scope chassis 2/7
UCS-A /chassis/server # enable locator-led multi-master
UCS-A /chassis/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server #

ブレードサーバのロケータ LED の電源切断

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開始しま

す。

UCS-A# scope server
chassis-num/ server-num

ステップ 1   

ブレードサーバのロケータ LEDの電源を切断し
ます。Cisco UCSB460M4ブレードサーバの場合
は、次のキーワードを追加できます。

UCS-A /chassis/server # disable
locator-led [multi-master |
multi-slave]

ステップ 2   

• multi-master：マスターノードのみに対して
LEDを消灯します。

• multi-slave：スレーブノードのみに対して
LEDを消灯します。

トランザクションをシステム設定にコミットしま

す。

UCS-A /chassis/server #
commit-buffer

ステップ 3   

次に、シャーシ 2のブレードサーバ 4のロケータ LEDの電源を切断し、トランザクションをコ
ミットする例を示します。

UCS-A# scope chassis 2/4
UCS-A /chassis/server # disable locator-led
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UCS-A /chassis/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server #

次に、シャーシ 2のブレードサーバ 7のロケータ LEDの電源を切断し、トランザクションをコ
ミットする例を示します。

UCS-A# scope chassis 2/7
UCS-A /chassis/server # disable locator-led multi-master
UCS-A /chassis/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server #

ブレードサーバの CMOS のリセット
サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要になる場合もあります。CMOS
のリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシサーバモー

ドを開始します。

UCS-A# scope server chassis-num/
server-num

ステップ 1   

ブレードサーバの CMOSをリセットし
ます。

UCS-A /chassis/server # reset-cmosステップ 2   

トランザクションをシステム設定にコ

ミットします。

UCS-A /chassis/server # commit-bufferステップ 3   

次に、シャーシ 2のブレードサーバ 4のCMOSをリセットし、トランザクションをコミットする
例を示します。

UCS-A# scope server 2/4
UCS-A /chassis/server # reset-cmos
UCS-A /chassis/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server #

ブレードサーバの CIMC のリセット
ファームウェアでのサーバのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要になる場合
もあります。CIMCのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。CIMCのリセッ
ト後、サーバは、そのサーバで実行されているバージョンのファームウェアを使ってブートされ

ます。

CIMCをリセットすると、CIMCがリブートするまで、Cisco UCSの電力モニタリング機能が短時
間使用不能になります。通常、リセットには20秒しかかかりませんが、その間にピーク電力制限
を超える可能性があります。低電力制限が設定された環境で、設定された電力制限を超えないよ

うにするには、CIMCのリブートまたはアクティブ化を交互に実施することを検討してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシサーバモー

ドを開始します。

UCS-A# scope server chassis-num/
server-num

ステップ 1   

シャーシサーバCIMCモードを開始しま
す。

UCS-A /chassis/server # scope CIMCステップ 2   

ブレードサーバのCIMCをリセットしま
す。

UCS-A /chassis/server/CIMC # resetステップ 3   

トランザクションをシステム設定にコ

ミットします。

UCS-A /chassis/server/CIMC #
commit-buffer

ステップ 4   

次に、シャーシ 2のブレードサーバ 4の CIMCをリセットし、トランザクションをコミットする
例を示します。

UCS-A# scope server 2/4
UCS-A /chassis/server # scope CIMC
UCS-A /chassis/server/cimc # reset
UCS-A /chassis/server/cimc* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server/cimc #

ブレードサーバの TPM のクリア
TPMのサポートが含まれている Cisco UCSM4ブレードサーバおよびラックマウントサーバでの
み、TPMをクリアできます。

TPMのクリアは危険性のある操作です。OSが起動を停止することがあります。また、データ
を損失する可能性もあります。

注意

はじめる前に

TPMが有効である必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバのサーバモードを開

始します。

UCS-A# scope server
[chassis-num/server-num | dynamic-uuid]

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定されたTPMの組織TPMモードを
開始します。

UCS-A# /chassis/server # scope tpm
tpm-ID

ステップ 2   

TPMのクリアを指定します。UCS-A# /chassis/server/tpm # set
adminaction clear-config

ステップ 3   

トランザクションをシステム設定にコ

ミットします。

UCS-A# /chassis/server/tpm #
commit-buffer

ステップ 4   

次に、ブレードサーバの TPMをクリアする方法の例を示します。

UCS-A# scope server 1/3
UCS-A# /chassis/server # scope tpm 1
UCS-A# /chassis/server/tpm # set adminaction clear-config
UCS-A#/chassis/server/tpm* # commit-buffer

ブレードサーバの破損した BIOS の復旧
非常に珍しいケースですが、ブレードサーバの問題により、破損した BIOSの復旧が必要になる
ことがあります。この手順は、通常のサーバメンテナンスには含まれません。BIOSの復旧後、
ブレードサーバは、そのサーバで実行されているバージョンのファームウェアを使用してブート

します。

はじめる前に

サーバ上で破損している BIOSの復旧を試行する前に、そのサーバに接続またはマップされて
いる USBストレージをすべて取り外します。外部 USBドライブが vMediaからサーバに取り
付けられた、またはマップされている場合、BIOSの回復に失敗します。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシ内の指定したブレード

サーバでシャーシサーバモードを開始し

ます。

UCS-A# scope server chassis-id/
server-id

ステップ 1   

指定した BIOSバージョンをロードし、ア
クティブにします。

UCS-A /chassis/server # recover-bios
version

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをコミットします。UCS-A /chassis/server #
commit-buffer

ステップ 3   

次に、BIOSを復旧する例を示します。
UCS-A# scope server 1/7
UCS-A /chassis/server # recover-bios S5500.0044.0.3.1.010620101125
UCS-A /chassis/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server #

ブレードサーバからの NMI の発行
システムが応答しないままになっており、CiscoUCSManagerで、CIMCからNonMaskable Interrupt
（NMI）を BIOSまたはオペレーティングシステムに発行する必要がある場合は、次の手順を実
行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティングシステム

応じて、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバのサーバモードを

開始します。

UCS-A# scope server
[chassis-num/server-num | dynamic-uuid]

ステップ 1   

UCS-A /chassis/server # diagnostic-interruptステップ 2   

保留中のすべてのトランザクショ

ンをコミットします。

UCS-A /chassis/server* # commit-bufferステップ 3   

次に、シャーシ 2のサーバ 4から NMIを送信し、トランザクションをコミットする例を示しま
す。

UCS-A# scope server 2/4
UCS-A /chassis/server # diagnostic-interrupt
UCS-A /chassis/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server #

ヘルス LED アラーム
ブレードヘルス LEDは、各 Cisco UCS Bシリーズブレードサーバの前面にあります。Cisco UCS
Managerでは、センサー故障が発生すると、ブレードヘルスLEDが緑色からオレンジ色またはオ
レンジ色の点滅に変化します。

ヘルス LEDアラームには次の情報が表示されます。
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説明名前

アラームの重大度。次のいずれかになります。

• [クリティカル（Critical）]：ブレードヘルスLEDがオレン
ジで点滅します。

• [マイナー（Minor）]：ブレードヘルス LEDがオレンジに
点灯します。

[重大度（Severity）]カラム

アラームの簡単な説明。[説明（Description）]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの ID。[センサー ID（Sensor ID）]カ
ラム

アラームをトリガーしたセンサーの名前。[センサー名（Sensor Name）]
カラム

ヘルス LED ステータスの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシサーバモードを開

始します。

UCS-A# scope server chassis-id/
blade-id

ステップ 1   

選択したサーバのヘルスLEDおよびセン
サーアラームを表示します。

UCS-A /chassis/server # showhealth-led
expand

ステップ 2   

次の例では、シャーシ 1サーバ 1のヘルスLEDステータスとセンサーアラームを表示する方法を
示します。

UCS-A# scope server 1/1
UCS-A /chassis/server # show health-led
Health LED:

Severity: Minor
Reason:: P0V75_STBY:Voltage Threshold Crossed;TEMP_SENS_FRONT:Temperature Threshold

Crossed;
Color: Amber
Oper State:: On

Sensor Alarm:
Severity: Minor
Sensor ID: 7
Sensor Name: P0V75_STBY
Alarm Desc: Voltage Threshold Crossed

Severity: Minor
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Sensor ID: 76
Sensor Name: TEMP_SENS_FRONT
Alarm Desc: Temperature Threshold Crossed

Severity: Minor
Sensor ID: 91
Sensor Name: DDR3_P1_D2_TMP
Alarm Desc: Temperature Threshold Crossed

UCS-A /chassis/server #
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